地理的分野大項目３　様々な面からとらえた日本　　　　　　　　下関市立菊川中学校　山代博明
１　単元名　　「人口から見た日本の地域的特色」（総時数７時間）
２　単元構成
(1)　単元構成の意図
①　人口から見た日本の地域的特色を明らかにすることがねらいである
　本単元は、日本の人口について、世界的視野と国内の地域差という２つの視点からの考察を行うことを通して、人口から見た日本の地域的特色を明らかにしていくことをねらいとしている。
②　人口という視点は、他のさまざまな視点と関連させやすいものである
　日本は、人口から見れば、世界の国々と比べて人口密度が高く、平均寿命が長い国である。また、国内では平野部や都市部に人口が集中し、山間部や農村部では過疎化が進行しているといった偏りがみられる国でもある。人口の集中・希薄や、増減といった現象には、自然的な要因や社会的な要因が大きく関連している。現行の学習指導要領「（３）ア　様々な面からとらえた日本　（イ）人口から見た日本の地域的特色」において、人口という視点から地域的特色を追究していけば、おのずと自然や生活、文化、産業など、さまざまな視点を扱うことになり、それらと関連させながら、地域的特色を明らかにすることができる題材である。
③　生徒は五つの視点から地域的特色を明らかにすることができることを概ね理解できている
　生徒はこれまで、規模に応じた地域調査を行い、地域的特色を明らかにするための視点や方法を学習してきた。山口県の地域調査においては、調査方法を生徒に選択させたが、その中で多くの生徒が選んだのが、五つの視点（自然環境、人口、資源や産業、生活・文化、地域間の結びつき）を活用した調査方法であった。この調査を通して身に付けた五つの視点は、本単元が含まれる「世界と比べてみた日本」でも取り入れられているものであり、生徒にとっては理解しやすいといえる。しかし、それぞれの視点は、相互に深く関連し合っているものであり、それらの有機的な結びつきを生徒は見い出すまでには至っていない。
④　人口とその他の視点を組み合わせながら、日本の地域的特色を明らかにしていく
　指導に当たっては、世界全体の人口の傾向を概観し、具体的な事例を扱いながら、日本国内での人口分布の地域差を考察させていく。国内の地域差を扱う学習では、具体的な事例地域として、生徒にとって比較的身近な地域である中国・四国・九州地方の市町村を取り上げる。ここでは、人口が100万人を超える福岡市や広島市のような大都市が存在する一方で、山間部や日本海側、太平洋側などでは過疎の問題を抱えた村落が多く存在しているという、日本の人口における特色を顕著に表している地域である。また、都市部と農村部で不均衡な人口分布が見られる下関市の事例も取り上げ、生徒に自分たちの生活している地域で見られる事象を、習得した視点を組み合わせながら考察し、日本全体で見られる事象と比較させ、一般的共通性を見出させたい。これらの人口分布の偏りは、自然や生活、産業、地域間の結びつきなど、さまざまな要因が有機的に関連していることを理解させたい。さらに、単元の終わりでは、人口から見た日本の地域的特色についてのレポートを作成させ、人口とその他の視点を組み合わせながら、日本の地域的特色をとらえているかどうかについて評価していく。
(2)　単元構成表
	時
	学習内容
	主　　眼
	「社会を拓く知力」育成の手がかり

	１
	世界的視野から見た日本の人口の特色
	　地図や統計資料を活用して、世界の人口分布や変化について概観することを通して、日本が人口集中地域の１つになっていることを理解することができる。
	

	
	
	
	
	日本は世界的視野から見て、人口が多く、平均寿命が長い国である。
	

	
	
	
	
	
	

	２
	日本の人口の変化と特色
	　日本の人口構成や人口の変化を他国と比較することを通して、日本で少子化、高齢化がすすんでいることを理解することができる。
	個別事象：日本の人口構成の変化
日本は、世界の中でも急激に、少子高齢化が進行している。


	３
	日本国内の人口分布の偏り
	　日本国内の人口分布を概観する活動を通して、三大都市圏を中心とした太平洋ベルトへの人口の集中をとらえるとともに、山間部や離島に過疎地域が多く存在することに気付くことができる。
	個別事象：日本の人口分布の偏り
日本では、平野部に人口が集中し、山間部や離島では人口が希薄になっている。


	４
	人口が集中する都市・福岡市
	　福岡市を事例として、人口が増加し、市街地が広がった要因を考察することを通して、都市における過密の問題や、それに伴う都市圏の形成について理解することができる。
	個別事象：福岡都市圏の形成

	
	
	
	
	
	さまざまな要因で都市に人口が集中し都市圏が広がる一方で都市問題が生じている。
	

	
	
	
	
	
	

	５
	過疎化に対する取り組み
	　山口県周防大島町を事例として、過疎化の要因について考察することを通して、過疎地域の現状や課題への対策について理解することができる。

	個別事象：周防大島町における
　　　　 過疎化の進行

	
	
	
	
	
	過疎化により起きてくる課題は多様であり、地域の実情に応じた対策が必要である。
	

	
	
	
	
	
	

	６（本時）
	地方都市における人口の変化
	　下関市菊川町での人口増加の要因について考察することを通して、中心部から郊外への人口移動などの社会的な要因が、人口の増減に大きく関わっていることを理解することができる。

	個別事象：下関市菊川町における
人口の増加

	
	
	
	
	
	社会的要因が人口の増減に大きく関わり、日本の不均等な人口分布の原因となっている。
	

	
	
	
	
	
	

	７
	まとめ
	　本単元の学習を振り返ることを通して、人口から見た「日本の特色」について、レポート形式にまとめることができる。
	
	
	

	
	
	
	
	
	日本は人口密度が高く、平均寿命が長い国であり、国内の人口分布にも偏りが見られる。
	

	
	
	
	
	
	

	
	


３　本時案
(1)　題材　　「地方都市における人口の変化」（６／７）
(2)　本時設定の意図
①　人は住みやすさを重視して、生活根拠地を決める傾向があることに気づかせる
　本時は、生徒が住む下関市菊川町の人口増加という事象の要因を考察することを通して、人口の増減の背景には、社会的要因が大きく関わっていることを理解させることをねらいとしている。
②　前時までに、少子高齢化や過密・過疎地域の国内状況について学んでいる
　前時までの授業で、生徒は世界的視野から見て日本は人口密度が高いことや、少子高齢化が進んでいること、日本国内での人口分布に偏りがあり、太平洋ベルトに人口が集中する反面、山間部や離島では、人口の減少により過疎化が進行している地域が多く存在することを学んできた。具体的な事例地域として、人口が集中する地域は福岡市、過疎の問題を抱える地域は周防大島町を取り上げた。それぞれは人口増加と人口減少が現在も進行している地域であり、授業では人口の変化の要因について考察することを通して、人口が増加する地域、減少する地域のもつ特色について概ね理解することができている。しかしこの二つの事例は、かなり顕著な特徴が見られる地域であり、生徒が「人口の変化」という事象を、より身近な問題として考えるためには、自分たちの住む地域の人口の変化を扱うことが効果的であると考える。
③　授業では、菊川町の事例から人口から見た日本全体の特色へと広げていく
　下関市は、平成１７年に旧下関市と旧豊浦郡４町の合併以来、都市部と農村部の人口の疎密が顕著になっている。そうした中、旧豊浦郡の中で、菊川町のみが人口が微増しているという事象を取り上げ、その要因を考察させる。表出された意見を「菊川町の住環境のよさ」と「旧下関市との近さ」に類型化し、討論活動を進めていく。生徒は、職場や学校が旧市内に多いことや、ＩＣにも近いという菊川町の位置が大きな要因であることに気づくだろう。そうした上で、下関市内の他の人口増加地域と菊川町を比較させ、共通する要素に気付かせる。定住するためのよりよい条件を求めて、中心部から郊外に移った人々の意図は、日本各地で同様の傾向として現れており、人口から見た日本全体の地域的特色へと広げていくことができる。
④　本時で習得する知識は、「社会的要因が人口分布の変化に大きく関わっている」ことである
　本時では、人口が変化するのは、出生や死亡の他に社会的要因が大きく関わっていることを新たな知識として習得させる。少子化が進む日本では、出生数の増減が要因となることは少なく、人間の移動による変化が大きな要因となっている。人口分布に疎密がみられるのも、そのためである。また、人口の増減に関わる社会的事象を扱うことで、人口に関する事象と他の事象を有機的に関連づけるという考察の仕方を習得する機会としたい。
(3)　主眼
　下関市菊川町での人口増加の要因について考察することを通して、中心部から郊外への人口移動などの社会的な要因が、人口の増減に大きく関わっていることを理解することができる。

(4)　本時の学習過程
	学習活動・内容
	教師の対応

	１　学習課題と出会う。
日本国内では、太平洋ベルトに人口が集中する一方、山間部や離島には過疎の問題を抱えた村落も多く存在する。

	○菊川の人口は増えているか減っているか、生徒に予想させる。
○下関、旧豊浦郡の人口の変化がわかる資料を提示する。
○菊川町の人口の変化がわかる資料をプロジェクターで提示し、地図帳の主題図でも確認するよう指示する。

	
	下関や旧豊浦郡での人口の減少
	
	菊川町での人口の増加
	
	

	
	
	
	
	
	

	２　学習課題に対する意見をつくる。
	

	
	旧豊浦郡の中で、なぜ菊川町だけ人口が増えたのだろうか。
	

	
	
	
	

	○個人で予想した後、小集団で意見交換した上で、発表する。
３　意見を分類し、討論活動をする。
【菊川本来の住みよさを主張する意見】
　ア、自然が豊か。温泉がある。
　イ、土地が安く、住宅地も整備されている。
　ウ、町内に働く場所がある。
【旧下関市との近さを主張する意見】
　エ、職場が旧下関市にある。
　オ、旧下関市への買い物などに便利。
　カ、小月ＩＣへのアクセスが容易。
４　菊川町以外に、人口が増加している地域があることに気づく。
 菊川町の事象　→　下関市全体に広げる
５　人口が増える地域の一般的共通性を見い出す。
	○表出された意見の根拠を聞き、その要点を板書する。
○「子どもが多く生まれた」などの自然増加を主張する意見が出た時は、菊川中学校の生徒数減少を表している資料を提示する。
○ある程度意見が出たら、意見を類型化していきながら、対立構造をつくりあげ、討論活動を行わせる。
○アの意見に対しては、同じ旧豊浦郡の豊北町や豊田町で急激に人口が減少していることにふれる。
○イ、ウの意見に対しては、「菊川に住宅地や工場ができたのはなぜか」と問う。
○エの意見について、旧下関市や山陽小野田市などに保護者の勤務先がある生徒に挙手を求める。
○人口増加の著しい勝山、川中地区の開発の様子の写真を提示する。（新しい道路、住宅地学校、大型商業施設、新下関駅など）
○下関駅周辺（本庁）で大きく人口が減少していることを資料から読み取らせる。


	
	                 人口が増えるところとは、どういうところか。
	

	
	
	
	

	○予想される生徒の意見
　キ、都市の周辺部。
　ク、交通の利便性が高いところ。
　ケ、働く場、学校、医療機関があるところ。
人口の増減には、自然的な要因のほかに、社会的な要因（働く場、学校、交通機関など）が大きく関わっており、日本で不均等な人口分布が見られる原因となっている。
６　本時を振り返り、新たな課題をもつ。

	○日本の人口増加地域の資料を提示し、菊川町と他の増加地域との共通点を挙げさせる。
○前時までの学習内容や、地域調査で学習した東京大都市圏の事項と関連付けた意見には高い評価を与える。
○身近な地域の事象が、全国に共通して見られる事象であることを確認する。
○「菊川町にとって、人口が増えることはよいことだろうか。」と問う。



４　本実践の特色

(1)　具体的な地理的事象の考察を通して、人口から見た日本の地域的特色を理解させる。

本単元は、現行学習指導要領「（３）世界と比べて見た日本　ア　様々な面からとらえた日本（イ）人口から見た日本の地域的特色」の実践である。この項目は、自然環境、人口、資源や産業、生活・文化、地域間の結び付きの５つの視点から考察し、日本の地域的特色を大観させることをねらいとしている。なかでも、人口と生活・文化の視点からの考察では、具体的な事例を取り上げて、日本の地域的特色を理解させることが求められている。そこで、本単元では、下関市の菊川町をはじめ、福岡市や周防大島町といった、生徒にとって身近な地域の人口の増減を題材として設定した。これは、他の地域と比べて、生徒は日常生活を通して得た情報を比較的多くもっているため、学習に対する関心を高めやすいからである。また、諸資料も容易に入手できるため、学習内容に対する理解を深めることに有効だからである。
　本時の授業では、生徒は、菊川町の人口増加の理由について自

分のもっている知識や資料を手がかりに考察していくが、授業の

後半では、下関市全域、さらには日本全国へと考察する対象地域

広げていく。その際、下関市内の区域別の人口推移、日本の人口

増加地域を提示し、菊川町と同じ現象が見られる地域の共通点を

考えさせる。そして人口の増減には、自然的な要因の他に、働く

場所、学校、交通機関など社会的な要因が大きく関わっており、

このことが日本の人口分布の偏りの原因となっているということ

を理解させる。

(2)　新学習指導要領との関連

　新学習指導要領では、「ウ　日本の諸地域」（いわゆる諸地域学習）が新設される。これは、日本をいくつかに区分し、その地域で見られる特色ある事象や事柄を、自然環境、歴史的背景、産業、環境問題や環境保全、人口や都市・村落、生活・文化、他地域との結び付きの７つの視点を中核として考察し、地域的特色を理解させることをねらいとしている。その際、地域の特色である事象や事柄を中核として、それを他の事象と有機的に関連付けて、地域的特色を追究しなければならない。本単元は、現行の学習指導要領での実践であるが、新学習指導要領においても、学習内容として明示されているため、本実践を活用することができる。また、本実践は、諸地域学習への応用も可能である。その理由は次の二つである。

①　福岡市や周防大島町、そして生徒の学校所在地である下関市菊川町など、生徒にとって身近な中国地方や九州地方で見られる具体的な地理的事象を題材として取り上げた。ここで取り扱う地域を一つの枠組みで考えた場合、諸地域学習では、人口や都市・村落を中核とした中国・四国地方の学習の構成へと応用することができる。

②　人口を中核として、自然環境や産業、他地域との結び付きなどの他の視点から考察できるような地理的事象を取り上げた。諸地域学習では、中核となる事象を他の事象と有機的に関連付けて考察し、対象となる地域の特色をさまざまな視点から理解することができるようにならなければならない。ここで取り扱った地理的事象は、諸地域学習においても取り扱うことができる。
(3)　本単元でおこなわれる言語活動について
　新学習指導要領では、「言語活動の充実」を図ることが求められている。地理的分野においては、日本や世界の特色を理解させ、地理的な見方や考え方を身に付けさせるという目標を達成させる上で、この言語活動が大きな役割を果たすことは言うまでもない。言語活動の具体的な例として、自分の意見を構築してそれを発表したり、調査や考察の結果をレポート形式で表現したりすることが考えられる。これは、内面にある思考力・判断力などをさまざまな形でアウトプットしたものであり、教師はこれらから生徒の学習の到達度や資質や能力の向上をみとることになる。

生徒は、発表やレポート作成の際、教科書や資料集の文章を多く引用してしまいがちであるが、既習事項や地図、グラフなどの統計資料に基いて、根拠を明確にして自分の言葉で表現させることが大切である。また、文字だけでなく、主題図やグラフ、表を自分で作成して、さまざまな視点の関連性を視覚的に表現することも考えられる。これらの活動は地理的技能を身に付けさせることにもつながる。

（ア）１単位時間での言語活動

　本単元の第４～６時では、具体的な事例地域の事象の考察を通して、人口から見た日本の地域的特色を理解させることをねらいとしている。

人口に関わる具体的な事象を取り上げた中心発問１に対する自分の意見を構築し、小集団で意見交換をする中で、自分の考えを表明するとともに、自分とは異なった他者の考えを知ることで、多面的・多角的に考察していく必要性を認識することができる。さらに対立構造をつくり、どちらかの立場に立って討論させることで、より主体的に自分の考えを持ち、それを主張していこうとする態度を養うことができる。討論活動を通して、最終的に生徒に新たな知識を獲得させ、それを自分の言葉でノートやワークシートにまとめさせることで、知識の定着を図り、今後の学習で活用することができる。その際、大切にしなければならないこととして、次の二点をあげることができる。

1 生徒が自分の考えを、既習事項や地図、グラフなどの統計資料に基いて、根拠を明確にし

て発表をしていること。

2 中心発問２以降では、具体的な地理的事象から離れて、日本全体に視野を広げて、人口か

ら見た日本の地域的特色を語れること。

（イ）単元を通しての言語活動

　本単元の第７時では、これまでの学習をふりかえって、「人口から見た日本の特色」についてレポート形式でまとめる活動を設定している。ここでは、「日本は、世界的視野から見て、人口が多く、平均寿命が長い国である」という生徒の単元前半での認識が、第２時から第６時までの学習内容の理解を通して、どのように変容したのかを評価することがねらいである。そのために教師は、「この単元での学習を通して生徒に何を理解させるのか」という評価規準を明確にしておかなければならない。
本単元での学習を通して、生徒に最低限理解させたい人口から見た日本の地域的特色は、「国内の人口分布には偏りがある」ということである。本時で作成するレポートにおいて、生徒がこの人口分布の偏りやその要因を、さまざまな視点（産業や自然環境、他地域との結びつきなど）と関連付けさせて、自らが語ることができれば、本単元のねらいを達成することができたと考える。それは、レポート形式で行うことが望ましいであろう。

	歴史的分野　大項目３「中世の日本」　　　　　　　　　　下関市立豊田東中学校　綿井　剛　


１　単元名　「中世の特色を探る」（総時数２０時間）

２　単元構成

(1)　単元設定の意図
①　中世の歴史的事象を考察することを通して、時代の特色をとらえることがねらいである

本単元は、中世を象徴する歴史的事象を考察することを通して、中世という時代の特色をとらえるとともに、歴史の大きな流れを理解させることをねらいとしている。　

②　中世は、武士が登場し、武家政治が展開されるなど、政治・外交・社会・文化において、「自力救済」という側面が見られた時代である

中世とは１２世紀ごろから１６世紀ごろまでの時期をさし、武士の支配が次第に全国に広まった時代である。その社会の根本になったものは、「御恩と奉公」という言葉に象徴される、土地を媒介にした主従関係であった。また、中世とは「自力救済」の意識のもと、「御恩と奉公」という主従関係を基軸に、社会が変化していった時代であると言える。さらに「自力救済」の意識は、武士だけにとどまらず各階層に浸透し、農村での自治の発達や都市の発展、当時の人々の意識や価値観を反映した文化の発達などに結び付き、社会を大きく変化させていた。
③　生徒は、中世とは争いが多く、混乱した時代であるというイメージが強い

　生徒はこれまでの学習や生活経験から、中世について次のようなイメージをもっている。

	　　武士が主役となる時代　　　中国との関係が深い時代　　　一揆が多発した時代

　　各地で戦国大名が争った　　天皇と武士の政権争い　　など


このように生徒は、中世を、争いが多く混乱・停滞した時代であるととらえている。このことは、武士が社会の中心的存在として活動した時代だと生徒が把握している証だと言えるだろう。

　これまで生徒は「古代までの日本」の時代の特色を明らかにしてきた。しかし、各歴史的事象を独立したものとしてとらえがちであり、その背景となる時代の構造の中に位置付けてみることが苦手である。また、歴史的事象や時代の特色を分析する際に必要な視点を多くはもっていない。
④　中世という時代を大観させた後、歴史的事象の考察を通して時代の特色をとらえさせる
　本単元は「時代を概観する」段階、「個別事象を分析する」段階、「時代の特色をまとめる」段階の三段階で構成している。まず、「時代を概観する」段階では、「中世とはどんな時代か」と問い、生徒に中世という時代のイメージをもたせる。次に「個別事象を分析する」段階では、教師が選択した歴史的事象の考察から、中世の社会をとらえる授業を積み重ねていく。ここでは、地域ごとの比較や他の時代・時期との比較・検討を行い、当時の社会を理解させていく。そして、「時代の特色をまとめる」段階では、まずレポートを書かせ、生徒のレポートを取り上げ、検証することを通して、中世に対する認識や時代の特色をとらえる方法を確かめていく。

さらに身近な地域の歴史的事象を取り上げることで、生徒の歴史への関心とともに、地域への関心を高めていきたい。

(2)　単元構成表
	
	学習内容
	主　眼
	「社会を拓く知力」育成の手がかり

	１
	中世の概観
	　年表などを用いて中世という時代の大まかな流れをつかむことを通して、時代の大まかなイメージをつかむことができる。
	

	２
	鎌倉幕府の成立①
	　梶原景時が源頼朝に味方した理由を考察することを通して、頼朝と東国武士の間で土地を媒介とした主従関係が結ばれたことを理解することができる。
	○個別事象：梶原景時の裏切り
土地所有の保障を媒介として、将軍と御家人は主従関係を結んだ。


	４
	鎌倉幕府の成立③
	　竹崎季長が鎌倉幕府に直訴した背景を考察することを通して、土地を媒介とする鎌倉幕府と御家人との主従関係が崩れたことを理解することができる。
	○個別事象：竹崎季長の直訴
防衛戦だった元寇によって、土地を仲介とする主従関係が崩れ、御家人の不満が高まった。


	５
	南北朝の争乱と室町幕府①
	　後醍醐天皇の呼びかけに多くの武士が応じた背景を考察することを通して、鎌倉幕府が滅亡した理由を理解することができる。
	○個別事象：足利高氏の裏切り
自己の土地を守ろうとした武士が鎌倉幕府を滅ぼした


	６
	南北朝の争乱と室町幕府②
	　後醍醐天皇の政治に多くの武士が失望した背景を考察することを通して、南北朝の争乱が始まったことを理解することができる。
	○個別事象：後醍醐天皇への失望

武士の土地所有を巡り、多くの武士は後醍醐天皇の政治に失望した。



	７
	南北朝の争乱と室町幕府③
	豊田氏が南朝側に立った背景を考察することを通して、個人の利益を確保するために主従関係が変化する例が全国的に見られたことを理解することができる。
	○個別事象：豊田氏の選択

南北朝の対立を利用し、全国の武士が勢力の拡大を図ろうとした。

	

	９
	東アジアの国際関係①
	　足利義満が朝貢貿易を行った背景を考察することを通して、日本が明を中心とする東アジアの国際関係に組み込まれたことを理解することができる。
	○個別事象：「日本国王」への任命

義満は冊封体制に組み込まれることで、幕府権力を強固なものとした。


	11
	農業など諸産業の発達①
	　農業生産力の向上が可能になった背景を考察することを通して、中世の諸産業が急速に発達したことを理解することができる。
	○個別事象：二毛作の広がり

農業生産力が向上し、農民が経済力を強めた。


	13
	自治的な仕組みの成立①
	　村掟が成立した背景を考察することを通して、戦乱が続く中で農民たちが自分の生活を守るためにヨコの結び付きを強めたことを理解することができる。
	○個別事象：村掟の成立

戦乱が続く中で、農民は自分の生活を守るために人々が連携を強めた。


	15
	禅宗の文化的な影響①
	　古代の建築物と中世の建築物を比較することを通して、禅宗の影響を受けた文化が広がったことを理解することができる。
	○個別事象：書院造の特徴

武士の台頭という時代を受け、禅宗の影響を受けた文化が発達した。


	17
	応仁の乱後の社会的変動①
	　大内氏が陶氏に滅ぼされた背景を考察することを通して、応仁の乱後、下剋上の風潮が各地で広まったことを理解することができる。
	○個別事象：陶晴賢の謀反

戦乱の時代が続く中で、自分の勢力を維持・発展させるために下剋上の動きが強まった。


	19
	レポートの作成
	　これまでの学習を振り返ることを通して、「中世とはどのような時代か」という課題のレポートを作成することができる。
	○レポートを作成し、自分なりに中世という時代の特色を整理させる。

	20
	レポートの検証
	　生徒が作成したレポートを検討することを通して、中世という時代の特色に対する理解を深めることができる。
	



３　本時案

(1)　題材　「豊田氏から見た南北朝時代」（１／１）
(2)　本時設定の意図

①　豊田氏の動向を通して、南北朝期の主従関係の変化をつかませることをねらいとしている
　本時は、防長三名族といわれた豊田氏が、南北朝の争乱において南朝方を選択した背景を考察する活動を通して、自分の利益拡大のためには、中央権力さえも利用するという当時の主従関係に対する意識と、結果として出てくる変化をつかませることをねらいとしている。

②　前時までに、土地を媒介とした「主従関係」の成立とそれに伴う社会の変化を学習している
　前時までの授業で生徒は、鎌倉幕府の成立・滅亡、南北朝時代の争乱の始まりなどの学習から、当時の武士社会が土地を媒介とする主従関係をもとに成り立っていたことを理解している。その中で、武士が自分の土地を守るために、主君を自分たちの意志で選択する姿を見てきている。

③　授業では、「南北朝時代の豊田氏の動静」を全国的な事例との比較を通して考察させる
　本時は、郷土の歴史人物である豊田種継が南朝方に味方したという史実を取り上げる。この豊田氏の行動の理由を考えることが中心発問１となる。生徒にとって、征夷大将軍に任命され、室町幕府をつくったことなど既習事項の多い足利尊氏の北朝方につかなかったことや、武士を失望させた南朝に味方した豊田氏の行動は意外なものであり、その理由に関心を高めるだろう。ここでは生徒から、豊田氏の近隣に勢力をもつ武士との関係に注目した意見や、中央権力との関係に注目した意見が出されると予想される。

この後、生徒の意見の対立点を取り上げ、討論活動を進めていく中で、資料の限界性から同じ時期の足利尊氏の行動を検証し、比較しながら豊田氏の行動について考察させる。ここから自分たちの地位や領土を守ったり、広げたりするために、奔走する武士の姿が見えてくる。

最後に、豊田氏の動きを足利尊氏の行動を参考にしながら、生徒に語らせることで、自らの利益拡大を目的として主従関係に変化が見られたことを理解させる。

④　本時で習得する知識は、「南北朝時代における武士の主従関係の変化」である
本時の学習を通して、南北朝の争乱の中で生き残りをかけた武士の動きには、主従関係を利用して常に自らの勢力を拡大していこうという意図が見られ、中には中央勢力の動きを利用して成長していった地方武士もいたことに気付かせる。

また、ここで形成された知識は、武家政権の成立・変化を理解したり、中世全般に見られる「下剋上」という概念を理解したりする上で必要なものである。

(3)　主眼

　豊田氏が南朝側に立った背景を考察することを通して、個人の利益を確保するために主従関係が変化する例が全国的に見られたことを理解することができる。
(4)　本時の学習過程
	学習活動・内容
	教師の対応

	１　南北朝の争乱の概要を理解する。




	○「南北朝の争乱」について主題図を提示する。

○当時地元の有力者だった豊田氏を紹介し、南朝・北朝のどちらの勢力につくことを選んだかを問う。

○挙手で、生徒の予想の傾向を確認した後、豊田氏が南朝についたことを紹介する。

	２　南朝方に味方したことの理由を考察する。

(1)　意見の構築と表出

【学習形態】

個人→小集団→学級集団

【学習活動】

豊田氏が南朝方についた背景を、足利尊氏の動きをもとに考察する。

【学習内容】

南北朝時代における主従関係の変化

(2)　対立構造を設けて討論活動を行う。


３　関連する事実の分析を行う。

【提示される資料や事実】

○足利尊氏の南朝への転身
	○個人で課題について考察する時間を設けた後に、小集団で発表や意見交換を行うよう指示する。

○課題について表出された意見を「南朝の影響」と「大内氏の影響」に着目したものに類型化する。
○ある程度議論が進んだところで、資料の限界性を指摘する。それを解決するために、同時代の武士の動きを検証することの有効性を確認し、「足利尊氏の南朝への転身」を資料として提示する。

○足利尊氏が自らの目的を達成するために南北朝の対立を利用したことを確認する。

	４　「主従関係」が変化した理由を考察する。

○南北朝の対立を利用して自らの利益を拡大していこうとする武士の姿から、主従関係の変化をとらえる。



	○豊田氏が南朝・北朝の対立を利用して勢力を伸ばそうとしたことを指摘した生徒を高く評価する。

○豊田氏のその後の動向について予想するよう指示する。

○この時代に北朝・南朝があったことの意味や、武士にとって南北朝の争乱はどんな意味をもっていたのかを問う。


４　本実践の特色

(1)　歴史的事象を考察することを通して、時代の特色を明らかにする授業
①　単元構成について

　歴史的分野の単元構成は、１時で対象となる時代を概観させ、時代に対するイメージをもたせる。そして、２時以降、中世を象徴する歴史的事象について考察をさせ、時代の特色を理解させる授業を積み重ねていく。19時では、２時以降構築してきた時代の特色を総合し、時代の特色の理解を図るために時代の特色をまとめるレポートを作成させる。そして、20時ではそのレポートを取り上げて検討し、時代の特色と関連させながら歴史的事象について再度考察させるとともに、時代の特色の再構築を図る工夫をしている。

②　時代の特色を理解させるために
　歴史的分野について、現行の学習指導要領では「我が国の歴史の大きな流れ」と「各時代の特色」の理解が求められている。「時代の特色」とは、次のような方法で明らかにしていくことができる。

	対象となる時代に存在する
	共通点
	○対象となる時代の中で比較して　○前後の時代と比較して

○他地域と比較して　　　　　　　○他の歴史的事象と比較して

　　　　　　　　　　など

	
	相違点
	


しかしながら、「我が国の歴史の大きな流れ」や「時代の特色」は抽象的なもので、生徒が直接理解することは難しい。そこで、より具体的なできごとや人物の行為など、「歴史的事象」から時代の特色を探究していく必要がある。

	歴史的事象の考察から、時代の特色の理解へ


このように学習を進めていくことで、時代の特色を理解させることができるとともに、当時の日本社会の中に歴史的事象を位置付け、歴史的事象自体への理解を深めることができる。このことは、人々が当時の社会に存在した問題や課題にどう立ち向かい、どう解決してきたかということの理解となる。また、歴史的事象を分析する際に必要となる視点や方法、歴史認識の形成の仕方といった学び方を獲得させることもできる。

本実践では、南北朝の争乱が始まるとともに、豊田種継という武士が南朝方について参加した背景を考察することから生徒の学習活動を促し、南北朝期に土地を媒介とする主従関係が変化したということを理解させていくのである。

③　身近な地域の歴史を取り上げるにあたって

　本時は、生徒が居住する豊田町を本拠地とした豊田氏という武士を取り上げる。このように身近な地域の歴史を授業に取り上げることは、次のような利点と課題がある。

	利点
	課題

	○生徒の学習への関心が高まる

○生徒の地域への関心が高まる

○生徒が直接史料にふれることができるなど、学び方を豊かにすることができる　など
	○通史とのズレが生じることがある

○史料が少ない　　

など


　特に課題にとして挙げていることから、身近な地域の教材化・授業化に消極的になった教師も多いはずである。しかし、こうした課題を授業で活用することで、生徒の歴史観や地域観を豊かにすることができる。

本実践では、授業の前半部に生徒に問う豊田氏が南朝を選択した決断に関する史料は存在しない。また、関連の文献を調査しても様々な表記があり、定説は存在しない。そこで、生徒の追究が限界に近づいた時、生徒に史料が存在しない時の検証方法を考えさせ、「比較」というスキルの有効性を確認する。本時では、同時期の足利尊氏の行為を分析させ、当時の武士の価値観を一般化して理解させ、豊田氏の行動を説明する根拠としていく。

(2)　新学習指導要領の実施に向けて
　新学習指導要領の歴史的分野において、大きな改訂の一つは、「大観し表現する活動」が設定されたことである。多くの場合、「○○という時代はどんな時代なのか」という主題のもとにレポートを作成させたり、主題図を作成させたりする活動が展開されると思われる。この活動を展開するためには、本時のような歴史的事象を考察し、時代の特色を理解させる授業の積み重ねが大切である。なぜなら、「大観し表現する活動」は生徒の時代観を表現する活動であり、生徒に時代の特色を理解させることなしに、時代観をもたせることはできないからである。

５　本単元で行われる言語活動について
(1)　「時代を概観する」段階で行われる言語活動

　この段階は、生徒がもつ時代についてのイメージを確認する段階であり、生徒が次のようなことに注目して、年表などを参考にして形成した時代像を語らせていく。

	○「できごと」に注目して　○「人物・集団」に注目して　　○「場所」に注目して　　

○「期間」に注目して　　　○「関係した国」に注目して　など


(2)　「個別事象を分析する」段階で行われる言語活動

　ここでは、基本的に右の図のような流れで問い、生徒に語らせていくことになる。

　前半部で、歴史的事象について考察させるために歴史的事象について問う。生徒は資料を用いるなどして課題に対する考えをまとめ、意見として発表する。ここで、教師は生徒が歴史的事象を考察するために活用した視点や方法を確認し、その後の学習に活かしていく。
　また、後半部では、時代の特色の理解を促すために、歴史的事象と時代との関係を問う。ここで、生徒にここまでの学習から、歴史的事象が対象となる時代に存在した背景を説明させていく。

(3)　「時代の特色をまとめる」段階で行われる言語活動

　「個別事象を分析する」段階を終えた後、そのまとめとして「大観し表現する活動」を設定する。ここでは、レポートなどを作成させながら、生徒に時代の特色を語らせていくことになる。例えば、レポートであれば、次のようなことを内容に盛り込ませていきたい。

	○生徒が形成した時代の特色　　　○生徒が意見を構築する際に活用した歴史的事象

○生徒がもつ疑問点や課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など


　このレポートをもとに時代の特色のまとめの授業を設定するが、ここでは、「時代の特色」という生徒の認識を検討する中で、学習する中で登場した歴史的事象について再考察したり、時代の特色を再度検討したりした成果が生徒の言葉で語られていくことになる。
	公民的分野大項目３　現代の民主政治とこれからの社会　　　下関市立夢が丘中学校　中野　稔


１　単元名　「民主政治と政治参加」（総時数１０時間）

２　単元構成

(1)　単元設定の意図
①　国民の積極的な政治参加が、民主政治を推進することを理解させることがねらいである
　本単元は、民主政治を支える三権分立の仕組みを理解し、民主政治の推進と、公正な世論の形成や国民の政治参加との関連について考えさせることをねらいとしている。

②　政治は、国民の期待にこたえることをめざすが、国民の立場により対立をうむことがある
８月に行われた衆議院議員選挙で政権交代が実現し、国民の政治に対する関心が高まってきたと言われている。国民の関心は、政府が行う具体的な政策に向いている。公共事業はこれからも継続するのか、国民から集めた税金は公平に使われるのか、裁判員制度で何が変わるのかなど、国民生活に変化が起きるときに、期待と不安という形で関心が高まる。当然ながら国民は生活の向上を求めているが、一つの政策によって全ての国民が恩恵を受けることにつながるとは限らない。例えば、景気対策として導入された高速道路のETC車休日割引では、サービスエリアや観光地と周辺の宿泊施設で利用者が増え、経済効果が期待されている。しかし他方では、フェリー会社の減便や廃業、環境政策との矛盾など新たな問題点も浮上してきた。つまり、何らかの効果を期待してつくられた政策が、別の立場の人々の不利益につながり、新たな対立や問題点が生じる事例は数多くある。その中で、政策は限られた財源をもとに、どうすれば多くの国民から支持されるかを常に判断・決定して行われる。

③　生徒は、社会の出来事に対して関心があるが、自分のこととして考える当事者意識が低い
衆議院議員選挙、高速道路のETC車休日割引、裁判員制度による裁判の開始など、生徒が政治に眼を向ける機会は多く、ニュースの話題や用語に敏感で関心も高い。しかし、その見方は一方的で、自分に直接関係のないことに対して評論家的にとらえる傾向がある。例えば、消費税率が高くなることの是非を問うと、「税金が上がるのはいやだ。」「政府はもっと無駄遣いを減らしたらいい。」と、自己の利害関係に終始し、税率が論議される日本社会の姿まで思いをめぐらす生徒は少ない。政治に対しても同様で、総理大臣の名前や、制度に関する用語はよく知っているが、これから社会に参加する一員として問題を解決していこうという意識はまだ低い。

④　論争を仕組み、解決策を考える中で「効率と公正」を理解し、社会に参画する意識を高める
　本単元では、各時間で、政治においてどのように効率と公正を意識して決定がなされているのかを理解し、社会に参画する一員としての在り方を問う授業を展開していく。具体的には、授業の前半部分で生徒が政治に対する疑問に思っていることを、論争として仕組む。そこで生徒は、自己の価値観を表出し、問題に対する様々な関係者を見つけ出していく。後半部分では、生徒の発言の中から浮かび上がってきた新たな問題点を解決するために、どのように折り合いをつけるのかを、効率的な見方や公正的な視点から理解させていく。その過程で、生徒の価値観が揺さぶられ、政治の問題に対して自分のこととして考える意識が高まって行くだろうと考える。

(2)　単元構成表

	時
	学習内容
	主　　眼
	「社会を拓く知力」育成の手がかり

	１
	政治のイメージ
	よりよい生活を実現するために政治が果たす役割を調べる活動を通して、今の政治に対して感じていることや疑問点を出すことができる。　
	


	２

	世論の形成
	選挙において何を基準に投票するかを考察する活動を通して、マスコミが世論に大きな影響を与える中で、国民の良識ある判断が問われることを理解することができる。
	政治家の実績⇔政治家のイメージ




	３
	政党の役割
	無党派層が増加している原因を考察することを通して、政党が果たすべき役割について理解することができる。
	政治への不信感⇔政策の重視



	４

	選挙の仕組みと課題
	選挙で人口の大小により生まれる一票の格差の是非を考える活動を通して、国民の意見をより反映する選挙制度の仕組みを理解することができる。
	人口が多い選挙区⇔少ない選挙区



	５
	国会が果たす役割
	国会の議員定数削減の是非を考察することを通して、国会議員が果たしている役割や責任を理解することができる。
	議員数の削減⇔議員数の維持


」

	６
	内閣が果たす役割
	　公共事業が継続することの是非を考察することを通して、法律や予算に基づいて行われる行政が果たす役割について理解することができる。
	公共事業の継続⇔公共事業の中止




	７
	私たちの生活と裁判
	　身の回りの生活で起きるトラブルの解決方法の比較を通して、生活の多様化で裁判件数が増加する中で、裁判は法に基づいて公正に行われることという役割を理解することができる。
	当事者同士の示談⇔法による裁き




	８

本時
	裁判の果たす役割
	　従来の刑事裁判と裁判員制度を比較する活動を通して、迅速化と同時に公正さを求める風潮の中で、裁判が果たすべき役割について理解することができる。
	従来の刑事裁判⇔裁判員裁判


	９
	三権分立
	　大日本帝国憲法と日本国憲法を比較する活動を通して、三権相互と国民によるチェック機能を理解し、国民として政治に参加する責任と意義を考えることができる。
	大日本帝国憲法⇔日本国憲法




	10
	政治単元のまとめ
	　これまでの学習を通して考えたことをまとめる活動を通して、社会に生きる一員として、これからどのように政治に参加するかを考えることができる。
	



３　本時案
(1)　題材「裁判員制度」(8/10)
(2)　本時設定の意図

①裁判員制度は、司法と国民との関わりを強める制度であることに気付かせる
　本時は、今までの裁判と、新しくはじまった裁判員制度を比較し考察する活動を通して、国民の権利を守り、社会の秩序を維持するために、法に基づく公正な裁判の保障があることを理解させることをねらいとしている。

②前時までに、三審制や、民事・刑事裁判など、裁判に関する諸制度について学んでいる
　前時までの授業で、生徒は日本の司法制度について、裁判を慎重に行うために三審制という仕組みがあることや、私人間の争いについての民事裁判と、犯罪行為について有罪・無罪を決定する刑事裁判との仕組みの違いについては概ね理解できている。しかし、裁判や法が、社会の秩序を維持し、自分たちの権利を守ることにつながるという意識は薄い。これは新たに始まった裁判員制度についても同様であり、一般の市民が判決に加わることは理解しているが、その導入の目的や市民が司法に参加することの意味については、意識が向いていない。

③授業では、裁判における効率と公正のあり方について注目させる
　そこで、本時では、今までの刑事裁判と、裁判員制度による刑事裁判の比較をさせるところからはじめる。比較し表に整理することで、二つの裁判の長所と短所が明らかとなる。生徒は、被害者や加害者、裁判官や弁護士など、さまざまな立場から、いずれかを優先する理由を述べると予想される。

次に、裁判にもとめられる「慎重な審理」と、「迅速な解決」のどちらを優先させるべきかを探っていく過程で、今までの制度で保障されてきた「法に基づいた審理」に加え、裁判員制度によって新たに「市民感覚」という視点が取り入れられたことに目を向けることになる。この「市民感覚」の必要性の有無や、その適用の範囲がどの程度までゆるされるのかなども考えていきたい。

授業の後半では、どれくらいの期間で判決を出すのが妥当なことなのかを考察していくことになるが、生徒には、裁判で話し合われることが、罪の有無や、量刑だけではないことに気付かせたい。また、主権者としてどう司法に関わるべきかということについても、認識を深めさせていきたい。

④本時で習得する知識は、「裁判は、加害者や被害者の人権を保障するためにある」ことである
　本時の学習を通して、生徒には、裁判員制度が導入された背景には、国民の権利を守るために法に基づく公正な裁判の保障があることを理解させる。また、裁判は、罪や量刑を決めて社会的な制裁を与えるという側面だけでなく、加害者の更正への道を開いたり、被害者の心のケアや再起に向けての後押しにつなげたりする側面もあることに気付かせる。
(3)　主眼
従来の刑事裁判と裁判員制度を比較する活動を通して、迅速化と同時に公正さを求める風潮の中で、裁判が果たすべき役割について理解することができる。
⑷　本時の学習過程
	学習活動・内容
	教師の対応

	１　従来の刑事裁判と裁判員裁判を比較する。



２　国民が求める裁判について考察する。


【主な学習活動】

○従来の刑事裁判と裁判員裁判を長所と短所を考察する。
○裁判に求められている迅速さや、市民感覚について考察する。

【学習内容】

○三審制に基づく裁判制度

○被告人や被害者の基本的人権の保障


《慎重さを求める生徒》

・間違った判決は許されない。

・証拠は多く時間をかけて調べるべきだ。

《迅速な解決》

・重大な事件を起こしたから、早い判決がいい。

・被害者や家族の気持ちを考えが優先される。
３　裁判における効率と公正について考える。


○刑事裁判にかかわる人が置かれている状況について考えを深める。

４　国民の司法参加の意義について考える。


	○刑事裁判の写真から裁判に出てくる関係者を問う。
・被告人　・弁護人　・検察官　・裁判官
○集めた新聞記事や裁判員裁判の模擬裁判の写真を提示し、従来の裁判と比較する。

○どのような意見でも肯定的に認め、前時までの学習をいかした発言には高く評価する。

○表出された意見を、従来の刑事裁判と裁判員裁判の長所・短所という形で類型化する。
長所

短所

従来の刑事裁判

・じっくりと証拠について調べる。

・専門家が厳密に判決を出す。

・時間がかかりすぎる。

・専門用語が分かりにくい。

・市民感覚と離れた判決になる可能性。

裁判員

裁判

・市民感覚を反映させる。

・時間短縮。

・用語が分かりやすくなる。

・専門家ではない人が入ることが不安。

・裁判の審理が不十分になる可能性。

○討論が行きづまった所で、資料を提示する。

・従来の刑事裁判に関する世論調査

・裁判が長期化している従来の刑事裁判の事例

・裁判員制度による、裁判の実例
○裁判の関係者に関わる資料を提示する。

・同時に１００件の事案を抱える裁判官の話

・被害者や被害者の家族の手記

・被告人が受けている社会的制裁を述べた記事

○裁判で話し合われるべきことは何かを問う。

○これから司法に参加する一員としての立場から考えるように促す。

○意識の変化を述べた生徒には、変化の理由を問う。


４　本実践の特色
(1)　研究主題から見た特色

①　単元構成について

ア　１次から２～９次までの連続性

　公民的分野の単元構成については、地理的分野や歴史

的分野のような一貫した課題を追究する形をとっていな

い。本単元においても1次の生徒のイメージをもとに、

２～９次のそれぞれの場面で政治にまつわる問題や疑問

を検討する過程としているのみである。単元を通して育

てたい資質によって、各時間のつながりをもたせる工夫

をしている。

イ　「社会を拓く知力」育成の手がかり

　本単元では、単元構成表に「社会を拓く知力」育成の手がかりという欄を設けた。公民的分野においては、何らかの問題や対立を提示し、その有効な解決策を吟味する過程で、関連する知識とともにバランス感覚を身につける授業を目指していることは別に述べた。

　例えば、５次の「国会が果たす役割」では、国会議員の定数を削減することの是非を考えることで、国会議員の職務や責任の重さ、あるいは国会と地方議会との違いなどの話題にふれ、単純に費用がかかるという理由のみで定数の削減を主張することの危うさに目を向けさせるようにした。
ウ　育てたい資質
　先に述べたように、単元のつながりを課題ではなく、育てたい資質で貫いており、各時間において次のような資質をねらっている。つねに物事の本質を見極めようとする感覚や感性を大切にして、授業を構想してきた。
	次
	学習内容
	育てたい資質

	１
	政治に対するイメージ
	自分の生活や利害によって選択するのではなく、国のあり方をつねに問い続ける姿勢をもつ。

	２
	世論の形成
	その時々の感情や流行のみに惑わされるのではなく、広い視野や長期的な展望を持ち合わせることの重要性に気付く。

	３
	政党の役割
	各政党の政策にはさまざまな関係者や利害対立が存在しており、政策の背後にある意図に気付く。

	４
	選挙の仕組みと課題
	一票を無駄にしない気持ちが民主主義を支えるのであり、国民の無関心は民主主義を崩壊させてしまうことに危機感を感じる。

	５
	国会が果たす役割
	代表者として選んだ国会議員に権力を持たせることを受け入れるとともに、すべての意見を代弁できない限界に気付く。

	６
	内閣が果たす役割
	すべての利害を調整することには限界があり、限られた予算をいかに配分するかが国の姿を形づくることに気付く。

	７
	私たちの生活と裁判
	裁判件数の増加は、希薄な人間関係や共同体が争いを調整する役割を果たしえないことの一つの現われであることに気付く。

	８
	裁判の果たす役割
	効率を求めつつ、正しさを見失わない判決のあり方を追い求める。

	９
	三権分立
	権力に無頓着な主権者であってはならないことに気付く。

	10
	政治単元のまとめ
	単に今の利害関係や協調関係だけでなく、１０年後や５０年後の長期的な視野で物事をとらえることの大切さを感じる。


②　本時について

ア　内容を重視した授業
　一単位時間の学習過程における知識の構成については、すでに基調提案で述べており、本時の構想もそれに従っている。本時では、中心発問１「国民が求める裁判はどちらか」で、自分の知りうる情報や個々の価値観をもとに発言した後に、より望ましい裁判のあり方を考えるのだが、その過程において、いわゆる教科書レベルの語句や内容も駆使される。つまり、自分の持っているものを最大限に活用して、裁判を通して見えた社会の一側面を習得していくのである。

イ　効率と公正からとらえた裁判制度
　中心発問２「判決に望ましい期間はどれくらいか」では、一方で裁判の簡略化や効率化を求める声があり、一方で真理の追究を求める声があり、これらの妥協点を探る。生徒は、判決においてさまざまな立場の正義があり、効率には限界があることも感じるとともに、裁判が社会に果たす役割を思い描くのである。





(2)　改訂学習指導要領から見た特色

　ここでは、改訂学習指導要領の趣旨に即して、本実践の意義について触れておきたい。

①　目標
例えば、本単元が該当する大項目３「私たちと政治」中項目イ「民主政治と政治参加」では、「民主政治の推進と、公正な世論の形成や国民の政治参加との関連について考えさせる」とあり、主権者としての意識の高さが国を維持していく礎であることが強調されており、まさに我々が目指す「資質の向上」を抜きには語れないのである。
②　改訂の要点

ア　基礎的・基本的な知識、概念や技能の習得

　本単元では論争を通して対立点を浮き彫りにし、問題に解決へ向けて効率と公正の視点を用いて考察するパターンで授業を展開してきた。その過程を通して、さまざまなレベルの知識を重層的に活用することをうながし、生徒に実感させるように努めてきた。
イ　言語活動の充実

　社会科に限らず、あらゆる教科において強調されたものに「言語活動の充実」がある。本単元で問題や論争を扱いつつ、物事を多様な側面から見せることは、この点からも意義がある。

当然のことながら、「どのように書く（話す）か」というよりも「何を書く（話す）か」ということが重視されるべきである。我々は、生徒は何を根拠にして発言したのか、習得した知識や技能をつかってどのように説明したのか、他の生徒の価値観に触れていかに考えが変わってきたのか、さらに単元を通して、認識や感覚の変容を自分が意識しているかなど、生徒の発言や論述の質に注目している。
日本全体





下関市





菊川町


（旧菊川町）











中世は争いが多く、混乱・停滞した時代である





中世は自力救済という意識が各階層に浸透し、社会が変化した時代である





【生徒がもっている知識等】


・土地を媒介にした主従関係が存在した


・南朝の政治に多くの武士は失望した





武士を失望させた南朝





南朝方についた豊田種継





豊田種継は、なぜ南朝方に味方したのだろうか





南朝の影響





大内氏の影響





足利尊氏はなぜ南朝方に転身したのか





【生徒が形成する知識等】


南北朝時代の各地の武士は、自らの利益の拡大のために南北朝の対立を利用した。





１時：「時代を概観する」段階





２時～18時：


「個別事象を分析する」段階





19・20時：「時代の特色をまとめる」段階





中心発問１＝歴史的事象について問う


（歴史的事象についての考察を促す）








中心発問２＝歴史的事象と時代との関係を問う


（時代の特色の理解を図る）








政治は難しい話だから、専門家に任せればいい。どのように政治に参加するか分からない。





世論形成にマスメディアは大きな力を持つが、情報をうのみにせず自分で判断する必要がある。





政党は国民の意見を集約して、国や地方の政治に反映させる責任を持っている。





選挙区制と比例代表制を並立することで、様々な角度から国民の意見を反映させる仕組みがある。





よりよい政治を実現するためには、国民の意思を反映させる国会議員の役割は重要である。





行政は、限られた時間や財源の中で、より多くの人が納得できるように政治を行っている。





様々なもめごとを解決する基準として法があり、法は私たちの権利と社会の秩序を守る。





判決は、ただ単に白黒をつけることではなく、加害者のこれからの人生や、被害を受けた人の心情など、様々な人の立場を考えて出すべきである。








三権が均衡と抑制を図ることで、私たちの生活の安全が保障されるが、そこには、私たちの参加が必要である。





政治に参加する方法は様々あるが、これから課題に直面したときは、様々な人の立場から考えてよりよい判断をしていきたい。





裁判員制度がはじまり、国民が参加するようになった。罪を犯した人は、厳しく罰せられるべきだ。





裁判員裁判





従来の刑事裁判





国民が求める裁判はどちらか





迅速な解決





慎重な審理





判決に望ましい期間はどれくらいか








裁判の判決は、単に白黒をつけることではなく、加害者のこれからの人生や、被害を受けた人の心情など、様々な人の立場を考えて出すべきである。





１次：政治に対するイメージ





感想





疑問点





要望





２～９次：


　１次の生徒の疑問や問題点の検討





10次：政治単元のまとめ





判決に望ましい期間はどれくらいか





【公正さを求める考え】


・納得のいく判決を求める視点


・えん罪の防止の視点


・じっくり証拠を集め、関係者の話を聞いた上で判断していく視点





【効率さを求める考え】


・裁判官の忙しさの視点


・被害者やその家族など、裁判の関係者の視点


・裁判にかかる費用からみた視点





裁判が社会に果たす役割・裁判官や裁判員の責任の重さ











